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小
林
製
薬
の
「
紅
麴
」
の

関
連
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
よ

る
死
亡
事
故
、
健
康
被
害

が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
▼
「
紅
麹
」
は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
抑
制
や
血
行
促
進
な
ど

の
効
果
が
あ
り
、
日
本
や
中
国
で
古

く
か
ら
伝
統
的
な
食
材
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
シ

ト
リ
ニ
ン
」
と
い
う
肝
臓
疾
患
に
つ

な
が
る
物
質
を
造
り
、
デ
リ
ケ
ー
ト

で
扱
い
が
難
し
く
時
間
と
慎
重
な
管

理
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
▼
こ
う

し
た
食
材
の
利
用
と
国
民
の
健
康
に

責
任
を
持
つ
の
が
国
の
責
任
で
、
Ｅ

Ｕ
で
は
「
シ
ト
リ
ニ
ン
」
の
基
準
値

を
定
め
て
お
り
、
ス
イ
ス
で
は
使
用

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
か

ら
だ
の
生
理
学
的
機
能
な
ど
に
影
響

を
与
え
る
保
健
効
能
成
分
を
含
み
、

そ
の
摂
取
に
よ
り
、
特
定
の
保
健
の

目
的
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
抑
制
な
ど
）

が
期
待
で
き
る
食
品
を
審
査
し
「
特

定
保
健
用
食
品
」
＝
「
ト
ク
ホ
」
と

表
示
し
販
売
を
許
可
し
て
い
ま
し
た

（
健
康
増
進
促
進
法
）
▼

し
か
し
、

安
倍
政
権
が
経
済
成
長
戦
略
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
２
０
１
５
年
に
「
機
能

性
表
示
食
品
制
度
」
を
導
入
し
、
届

出
の
み
で
、
国
の
審
査
も
臨
床
デ
ー

タ
も
不
要
で
販
売
可
能
に
し
、
当
初

か
ら
安
全
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
▼
制
度
を
導
入
し
た
際
の
消
費
者

庁
の
検
討
会
に
も
参
加
し
た
消
費
生

活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
森
田
満
樹
さ

ん
は
、
小
林
製
薬
の
製
品
に
つ
い
て

「
こ
の
制
度
が
あ
っ
た
か
ら
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
と
効
果
を

書
い
て
売
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
た

く
さ
ん
売
れ
た
結
果
と
し
て
被
害
が

広
が
っ
た
」
と
話
し
「
消
費
者
の
利

益
で
は
な
く
、
経
済
の
た
め
の
制
度

で
安
全
性
を
置
き
去
り
に
し
た
制
度

の
欠
陥
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
」
と
指

摘
し
て
い
ま
す
▼
経
済
優
先
に
し
た

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
政
策
の
弊
害
が
次
々

と
明
ら
か
に
な
る
中
、
国
民
の
命
ま

で
も
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
Ｏ
）

花言葉：永続性

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

24
春闘

最低賃金(1,500円/時給）からほど遠い派遣社員の時給

依然として差がある企業間格差

ＯＫＩの賃金は最上位の富士通と85,700円の差↓

生活維持に必要な額はいくらですか?



 男女賃金格差 女性の賃金が男性の何パーセント

沖電気（有価証券報告書） 全社員 正規雇用 非正規雇用

OKI・単体 70.0 73.2 67.2

OKIエンジニアリング 78.4 85.1 73.3

ＯKIクロステック 55.8 71.3 49.5
OKIサーキットテクノロジー 58.0 74.1 59.3

OKIソフトウエア 76.6 76.7 76.6

沖電線 62.1 72.9 64.5

日本（厚生労働者） 69.5 75.2 80.2

OECD（経済協力開発機構） 88.4

■２００１年～２２年のサービス残業是正
是正労働者数 　　２８７万８１２４人
企業（事案）総数 　　４万８６７１社
是正総額 　３３５５億６６００万円

 是正指導企業数と支払額（億円）の推移
２０１５年以降  企業数  支払額  人数
２０１５年 1348 99.9 92,712
２０１６年 1349 127.2 97,978
２０１７年 1870 446.4 205,235
２０１８年 1768 125.6 118,837
２０１９年 1611 98.4 78,717
２０２０年 1062 69.9 65,395
２０２１年 1069 65.8 64,968
２０２２年 20,531 121.2 179,643

Ｏ
Ｋ
Ｉ
な
み
の

賃
上
げ
を
期
待
す
る

【
群
馬
・
富
岡
】

今
春
闘
で
沖
電
気
で
は
、

満
額
回
答
の
１
万
３
千
円

の
賃
金
ア
ッ
プ
で
妥
結
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
沖
電

気
従
業
員
数
よ
り
多
い
従

業
員
が
働
き
、
沖
電
気
を

支
え
る
関
連
会
社
で
あ
る

Ｏ
Ｔ
Ｍ
で
は
、
未
だ
に
賃

上
げ
に
つ
い
て
の
説
明
が

な
い
状
況
で
す
。

「
い
く
ら
上
が
る
か
、
ど

う
な
る
か
分
か
ら
な
い
」

「
ま
だ
話
が
な
い
が
、
作

業
服
を
た
び
た
び
変
え
る

お
金
が
あ
る
な
ら
賃
金
に

ま
わ
し
て
欲
し
い
」
「
労

働
組
合
が
な
い
の
で
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら

な
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
す
。

Ｏ
Ｔ
Ｍ
で
は
新
札
対
応

で
忙
し
く
、
沖
電
気
の
社

員
同
様
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
が
、
マ
ス

コ
ミ
報
道
さ
れ
て
い
る

「
満
額
回
答
続
く
」
「
昨

年
を
上
回
る
実
績
」
と
は

無
関
係
の
状
況
で
す
。
労

働
組
合
の
組
織
率
が
16
％

と
い
う
中
で
、
80
％
の
労

働
者
の
賃
上
げ
を
無
視
し

た
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
問
題

あ
り
。
Ｏ
Ｔ
Ｍ
に
も
組
合

が
必
要
で
す
。

無
責
任
な
健
康
保
険
証

廃
止
は
撤
回
す
べ
き

【
埼
玉
・
蕨
】

現
行
の
健
康
保
険
証
が

今
年
12
月
に
廃
止
さ
れ
、

マ
イ
ナ
保
険
証
に
強
制
的

に
切
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
マ
イ
ナ
保
険
証
は

利
用
率
が
低
い
う
え
、
別

人
の
情
報
が
紐
付
け
ら
れ

る
な
ど
医
療
事
故
に
つ
な

が
る
重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
続

き
で
す
。
日
に
日
に
健
康

保
険
証
廃
止
反
対
の
声
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
声
に
対
し
デ
ジ
タ
ル

大
臣
は
廃
止
を
推
進
し
て

お
き
な
が
ら
「
所
管
外
で

ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
る

有
り
様
で
す
。
こ
の
よ
う

な
無
責
任
な
廃
止
は
撤
回

す
べ
き
で
す
。
あ
き
ら
め

ず
に
廃
止
撤
回
の
声
を
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
も
置
き
去
り
か

【
埼
玉
・
本
庄
】

沖
電
気
労
組
は
直
接
雇

用
の
非
正
規
労
働
者
の
産

業
別
最
低
賃
金
保
障
を
要

求
し
ま
し
た
が
、
会
社
は

「
現
行
通
り
」
と
回
答
。

毎
年
同
じ
回
答
を
続
け
る

会
社
は
、
非
正
規
労
働
者

の
生
活
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
か
ら
全
国
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
非
正
規
春

闘
は
、
１
人
が
声
を
上
げ

た
こ
と
で
企
業
全
体
の
賃

上
げ
が
実
現
し
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
今
年
は
10
％
以

上
の
賃
上
げ
を
要
求
し
て

い
ま
す
。

「
生
産
は
非
正
規
労
働

者
が
支
え
て
い
ま
す
。
生

活
で
き
る
賃
金
（
時
給
）

の
引
き
上
げ
を
し
て
欲
し

い
」
の
声
は
大
き
い
。

電
機
産
業
の
大
リ
ス
ト
ラ

か
ら
雇
用
と
地
域
経
済
を

守
る
要
請

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

３
月
22
日
、
全
労
連
、
東

京
地
評
、
電
機
・
情
報
ユ

ニ
オ
ン
の
三
団
体
共
同
で

厚
労
省
、
経
産
省
、
外
務

省
、
法
務
省
へ
の
第
10
回

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

●
電
機
産
業
の
リ
ス
ト
ラ

抑
制
●
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
及
び
「
責
任
あ
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お

け
る
人
権
尊
重
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
周
知

徹
底
●
65
才
以
降
の
就
業

確
保
に
関
す
る
「
努
力
義

務
」
か
ら
「
義
務
」
化
に

●
原
発
廃
止
〇
パ
ワ
ハ
ラ

問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

要
請
を
行
い
、
各
省
庁
と

も
30
分
～
１
時
間
を
と
り

労
働
者
、
国
民
、
地
域
の

要
求
で
対
応
し
ま
し
た
。

継
続
し
た
取
り
組
み
で
、

各
省
庁
の
対
応
が
変
化
し

成
果
も
現
れ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
相

談
を
（
☎
０
３
・
６
４
２

１
・
５
３
２
３
）

★ 日 本 の 男 女 格 差 過 去 最 悪 世 界 １ ２ ５ 位 ★ ２０２４年 ４月 第４２９号

件数 ２０，５３１会社数 支払い対象者数１７９，６４３人

沖電気の女性の賃金は男性の７０％

OECD（経済協力開発機構）平均は８８％
労働基準監督署からの賃金不払い是正指導

ノーベル経済学賞が日本に警鐘
昨年の経済学賞に選ばれたのは男女の賃金格差を研究

している米国の女性でした。男女の格差が大きい日本へ

の警鐘です。日本の女性の賃金は男性の７割（厚労省）

に留まりOECD４５カ国中下から４番目。

OKI単体の女性社員割合は１３％、グループ全体では

２３％が女性です。女性活性化のためにも女性雇用の増

加と男女の格差是正は喫緊の課題となっています。

劣
化
状
態
が
続
く
日
本
の
働
き
方

過
労
死
も
誘
発

基
本
の
基
本

労
働
時
間
の
適
正
把
握
も
怠
る

◆
精
神
疾
患
の
労
災
認
定
◆

申
請
数
・
認
定
数
は
過
去
最
高

（
２
０
２
２
年
）

◆

厚
生
労
働
省
は
毎
年
、
残
業

代
未
払
い
企
業
の
是
正
勧
告
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
一
企
業
で
１

０
０
万
円
以
上
の
支
払
い
が
公
表

の
対
象
で
し
た
が
２
２
年
か
ら
は

総
計
で
の
公
表
。
累
計
指
導
企
業

数
（
事
業
所
単
位
）
は
約
５
万
件

に
達
す
る
。

◆
沖
電
気
で
は
０
２
年
に
は
国

会
や
株
主
総
会
で
沖
電
気
の
残
業

代
不
払
い
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
是

正
さ
れ
た
。
２
年
間
の
不
払
い
２

５
０
万
円
の
支
払
い
を
受
け
た
社

員
も
。
０
９
年
に
は
過
労
自
殺
が

発
生
し
た
。
長
時
間
・
過
重
労
働

の
う
え
残
業
代
の
不
払
い
環
境
か

ら
生
じ
た
事
件
で
す
。

ＫＡＲＯＳＨＩ【過労死】

ＯｖｅｒＷｏｒｋ Ｄｅａｔｈ

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
１
９
０
回

男
女
間
賃
金
格
差
急
が
れ
る
男
女
平
等
の
実
現

★
仕
事
量
は

減
ら
ず
労
働

時
間
規
制
で

賃
金
抑
制
・

密
労
働
で
精

神
疾
患
増
大


